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総括

「分かる、できる授業の充実」の目標はおおむね達成できた。
◯「分かる、できる授業の充実」の実現のために､生徒指導の４観点（自己存在感、共感的人間関係、自己決定
の場、安心・安全な風土）を意識した授業づくりを取り入れた。
◯「予習ができるようになった」「ワークなどの解き直しをできるようになるまでやった」など、生徒が前向き
に頑張る姿が見られた。
◯ＩＣＴ活用を促進するために、教員向けに「ＩＣＴ通信」の発行や研修会の開催などを行うことができた。
△ＩＣＴの活用に関しては、まだまだ教員間で差があり、情報交換の必要性を感じる。

「個に応じた学習指導の充実」の目標はおおむね達成できた。
◯３年生の数学・英語を習熟度別でクラス編成し、数回授業を行うことができた。
◯提出期限にゆとりを持たせるなど、宿題を自分のペースで進められるようにしたので、丁寧に宿題をする生徒
が増えた。
◯意欲的に選択学習に取り組み、テストの点数を上げることにつながったと感じる生徒が見られた。
△選択学習によって学習量が減った生徒も見られ、保護者から不安の声も上がっている。

改善策

・ＩＣＴ活用に関して研修会や相互授業参観を行うとともに、教科会で情報交換を行う。
・選択学習の具体例を定期的に生徒や保護者に示すなどして、主体的な学習につながるようにする。

具体的方策 具体的方策の取組状況

・単元（題材）の中で、「予習→授業
→復習」の学習サイクルを研究する。
・ＩＣＴを効果的に活用しながら、授
業における生徒の活動時間を保証す
る。

・単元（題材）の中で、「予習→授業→復習」の学習サイクルを研
究したと評価した教員は86.4%であった。
・ＩＣＴを効果的に活用しながら、授業における生徒の活動時間を
保証したと評価した教員は90.9%であった。

・授業の中で、自己決定の場を設定す
る。
・充実した選択学習になるよう個別に
助言する。

・授業の中で、自己決定の場を設定したと評価した教員は100%で
あった。
・充実した選択学習になるよう個別に助言したと評価した教員は
83.3%であった。

◎分かる、できる授業の充実
「授業で学習したことが分かった（で
きた）」と回答する生徒を80％以上に
する。

・「授業で学習したことが分かりましたか（できましたか）」につ
いて、肯定的に評価した生徒は92.2%であった。 A

個に応じた学習指導の充実
「授業や家庭学習で、自分なりにやり
方を考えたり、内容を選択したりする
ことができた」と回答する生徒を80％
以上にする。

・「授業や家庭学習で、自分なりにやり方を考えたり、内容を選択
したりすることができましたか」について、肯定的に評価した生徒
は87.1%であった。

A

本年度目標 目標の達成状況

具体項目別評価表

学力の充実 作成者

分かる、できる授業の充実・個に応じた学習指導の充実 手鹿


